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八
世
紀
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の
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'

厚

一
、

ィ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
革
命 

ニ
、
自
然
法
か
ら
功
利
主
：義
へ

(

嘯
而
上
学
か
.ら
唯
物
論
へ)

三
、
資
本
主
義
批
判
と
財
産
論

(

無
政
府
主
義
.
.共
産
主
義)

1
、

ィ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
革
命

M

.ベ
ア
に
ょ
れ
ば
、
十
八
世
紀
の
後
半
は

「

特
殊
的
に
は
英
国
史
上
に
お 

け
る
、

一
般
的
に
は
人
類
史
上
に
お
け
る
、
永
遠
に
記
憶
す
べ
き
！
^

」
で
あ 

る
。
つ
ぎ
つ
ぎ
と
採
用
さ
れ
た
新
し
い
機
械
に
ょ
っ
て
更
に
勢
い
を
得
た
罾
ボ 

主
_
的
生
産
方
法
は
、
旧
来
め
技
術
や
手
エ
業
の
独
占
権
を
破
壊
し
ク
支
配
的 

な
地
位
を
確
立
し
た
。
農
業
国
は
〃
世
界
の

H

职
"
と
な
り
、
村
落
の
旧
い
生 

活
習
慣
は
衰
退
し
て
、
新
し
い
エ
業§

が
生
，ま
れ
た
。
人
口
は
急
速
に
増
大 

し
、.新
し
い
生
産
力
は
莫
大
な
富
を
創
造
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
学
者
達
の
想 

像
双
上
に
、
全
能
の
活
動
力
が
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ょ
ぅ
な
変
動
は
、
当
然
人
々
の
心
の
中
に
お
い
て
も
、
伝
統
的
な
権
威 

.に
対
す
る
批
判
を
呼
び
起
し
、
自
由
主
義
思
想
は
、
産
業
家
と
^
_
人
の
間
に 

広
く
迎
え
ら
れ
た
。
し
か
も
当
時
の
思
想
界
に
罾
カ
の
罾
■
を
与
え
た
も
の. 

は
、
フ
ラ
シ
ス
革
命
の
成
功
で
あ
る
。
欧
州
最
大
の
こ
の
専
制
君
主
政
体
の
崩 

壊
は
、
そ
の
革
命
の
激
し
さ
の
故
に
、
ま
た
、
こ
の
革
命
を
押
し
進
め
た
精
神 

の
支
柱
が
、
デ
ヵ
ル
ト
の
合
理
主
義
以
来
、
人
類
進
歩
の
理
想
を
追
っ
て
花
と 

咲
き
乱
れ
た
啓
蒙
思
想
で.あ
っ
た
が
故
に
、
海
峡
を
越
え
た
と
の
先
進
国
に
も 

一
つ
の
時
期
を
劃
す
ほ
ど
に
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
。
ル
ソ
ー
や
デ
ィ
ド 

ロ
の
新
し
い
理
性
の
光
が
、
大
陸
の
至
る
所
で
そ
の
輝
き
を
増
し
た
時
、
ィ
ギ 

リ
ス
に
お
い
て
も
啓
蒙
精
神
に
人
類
の
理
想
と
希
望
を
托
し
得
る
か
の
如
く
考 

え
ら
れ
た
。
理
性
の
前
に
、
古
き
権
威
の
愚
か
さ
は
あ
ま
り
に
も
明
ら
か
で
あ 

り
、
前
途
に
不
可
能
な
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
桂
冠
詩
人
サ
ゥ
ジ
ー
の
回 

想
に
ょ
れ
ば
、
._

"古
き
も
の
は
す
べ
て
進
ぎ
去
る
か
の
如
く
、

人
類
の
全
く
新
し
き
出
発
の 

み
が
夢
み
ら
れir

//)

.

.

の
で
あ
る
。

/

 

.

.

だ
が
、

一
転
し
て
当
時
の
経
済
生
活
を
眺
め
れ
ば
、
そ
れ
は
ィ
ギ
リ
.ス
に
お 

い
て
も
き
わ
め
て
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。

囲
繞
、運
動
は
ま

す

.ま

す拡
大
さ

. 

れ
、「

十
八
世
紀
の
進
歩
は
、■法
律
そ
の
も
の
が
今
や
全
く
人
民
共
有
地
を
盗
，
 

む
道
具
と
な
る
と
い
う
点
に
現
七
れ
る

(」

と
い
う
状
_
で
、:■
力
*
場
は
ホ
員
場 

に

と
っ
て
れ
り
、
生
活
の
根
㈣
を
失
づ
た
農

民

は

_

に

流

れ

^
ん
だ
。
.製
造
，
 

業
に
お
い
て
も
、
，木
綿
業
等
の
一
時
的
な
賃
金
騰
貴
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
産 

業
革
命
の
圧
力
は
労
働
者
の
経
済
条
件
を
著
し
く
低
下
せ
し
め
、

一
方
に
：お
け 

る
資
本
家
の
莫
大
な
富
の
蓄
積
に
対
応
し
て
、
.デ
ィ
ス
レ
ー
リ
の
い
う

〃一

一
つ 

の
国S

i

が
形
成
さ
れ
、
貧
民
問
題
：は
十
八
世
紀
末
の
重
要
な
関
心
事
土
な
っ 

た
の
で
あ
る
。
.

こ
の
ょ
う
な
理
想2
現
実
め
激
し
い
対
比
を
前
に
し
て
、
:
新

し

く

興.-
?
,
た
ブ 

ル

ジ
H
ァ

ジー

は
、
.'既

成

の

土

地

貴

族

=

大
ブ
ル
■ジ
ョ
ァ
連
合
霞
の
妥
協
に 

反
撥
し
て
、
政
治
上
：の
改
革
を
要
求
す
る
い
く
つ
か
の
急
進
的
団
体
を
組
織
し

、
.

 

ま
た
新
し
い
生
産
力
に
ょ
っ
て
没
落
す
る
独
立
小
生
産
者
達
は
、
主
と
し
て
道 

徳
的
な
見
地
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
現
状
、
更
に
は
資
本
主
義
に
対
す
る 

批
判
的
見
解
を
表
明
し
た
。
走
た
、
：熟
練
労
働
者
達
も
、
普
通
選
幾
権
と
議
会 

制
度
改
苹
の
た
め
に
職
業
：の
相
違
を
越
え
て
結
社
を
作
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に 

鼓
舞
さ
れ
て
、
萠
芽
的
な
労
働
連
動
を
始
め
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
政
府
の
弾

'

 

庄
は
相
続
き
、
各
階
級
か
ら
の
思
想
の
応
酬
が
加
え
ら
れ
て
:>
.こ
こ
.に

"
ィ
ギ
'■

C

6
V

リ
ス
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
革
命
"
と
呼
ば
れ
る
時
代
が
®

さ
れ
る
。

こ
の
時
代
は
、
宗
教
界
で
信
望
厚
い

Dr.. R
i
c
h
a
r
d

 P
r
i
c
e

が
、
書

苹

十
八
世
紀
英
仏
社
会
思
想
の
発
展
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
.
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
.

命
詰
念
®

H

で
述
べ
た
講
演A 

D
i
s
c
o
u
r
s
e

 

o
n
. 

t
h
e

 

L
o
s

 

o
f

 

o
u
r

 

C
o
u
n
t
r
y

 

(
一

七
八
九
年
*一
 

一.

月
四
日)

に
よ
っ
て
口
火
を
切
ら
れ
た
。
こ
の 

中
で
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
讃
美
し
て
、
そ
れ
が
名
誉
革
命
の
原
理
と
通
ず 

る
こ
と
を
強
調
し
、.：
現
実
の
イ
ギ
リ
ス
の
状
態
を
批
判
し
て
、
良
心
の
自
由
、権 

力
‘へ
の
反
抗
、統
洽
者
を
，選.ぶ
権
利
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、 

保

守

陣

営

.
の

 E
d
m
u
n
d

 

W

u-H
k
e 
は
、Re

f
i
e
c

ci-i
o
n
s

 o
n

c+
-h
e Re

v
o
l
u
t
i
o
n

 

i
n

 F
r
a
n
c
e
,

 1
7
9
0

を
著
し
、：

社
会
有
機
体
説
の
立
場
か
ら
、
美
文
を
も
っ
て
'

 

伝
統
の
権
威
を
主
張
し
、
共
和
制.と
革
命
を
.攻
撃
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
撒
か 

一
、

ニ
年
の

間
に
、
大
小
約

三
十
八
種
の
反
論
を
呼
び

起
し
た
と
い
わ
れ
る
。

後
に
.ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
妻
と
な
マ
た̂
P

t-
J
y

 

W
o
l
l
s
t
o
n
e
c
r
a
f
t

は
、
パ
ー
ク 

の
箸
が
出
て
敎
週
間
の
後
に
、
早
く
も

A

 vindication, o
f

.
 th

e

 R
i
g
h
t

 

o
f

 M
e
n
,

 

in

 a

 

L
e
t
t
e
r

 

t
o

ch
廿ew

i
g
h
t

 

H
o
n
o
u
r
a
b
l
e
M
d
m
u
n
d

 

B
u
r
k
e
;

 

o
c
c
a
s
i
o
n
e
d

 

げy ids Reflections 

o
n

 

t
h
e

 

I
n
v
o
l
u
t
i
o
n

 

ia. ..France,. 1
7
9
0

を
^
版
し
、
^
!
: 

J
a
m
e
s

 3ylacki31

c+0
s
h

 
へ
.の
反
駁
論
、 

Priestley

 

の
公
開
状
、P

a
i
n
e

 

の-The s
g
h
t

 o
f

 Man,: 1791-2,

が 

こ

れ

：
に

続

い

た

。

最

後

亿

、
：
ハ

|
ク
批
判
の
総
決
箅
と
し
て
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
が
、 

"
国
富
論
以
来
の
 

$
者
"A

n

 

E
n
q
u
i
r
y
,

 

c
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 

J

ロ
ef
t— 

tice, 

a
n
d

 its I
&
u
e
n
c
e
o
n
g
e
n
e
r
a
r

 V
i
r
t
u
e

 a
n
d
M
a
p
p
i
n
e
s
s
.

2 

vols. 

L
o
n
d
:

 

1793.:

を
利
行
し
た
。

；

こ
の
頃
の

..思
想
界
を
、
：大
体
四
つ
扭
分

.げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
最

右

翼

が

± 

地

貴

族

の

代

表

た

る

ト

ー

リ

ー
党

で

、
小
説
家
ス
コ
.
ッ
ト
が
編
集
す
る
機
関
誌 

Q
u
a
r
t
e
r
l
y

 R
e
v
i
e
w

を
持
つ

o
次
に
位
す
る
の
が
ホ
イ
ッ
グ
党
で
、

㈱
目

，
四

七(

七
一
九)

.



誌
.は

E
d
i
n
b
u
r
g
h

 

R
e
v
i
fo
-w
、
主
と
し
て
pV

ト
ン
の
大
商
人
達
の
支
援
を 

受
け
て
、
や
や
資
本
家
的
色
彩
を
帯
び
、
そ
の
代
表
者
が
->
例
の
弾
圧
を
行
ク 

た
ピ

：ッ
K
で
あ
る
。
左
•翼
に
近
い
の
が
、，
ベ

ン
サ
ム
を
中
心
と
す
る
功
利
主
義 

:

者
達
で
、
典
型
的
な
畠
«

フ
ル
ジ
へ
ョ
ア
ジ
ー
の
ィ
デ
才
口
丨
グ

と

し

て

、
'
革

命

 

的
.な
思
想
を
攻
擊
す
る
と
词
時
に
、
，む
し
ろ
主
力
'を
.ト
，
丨

リ
.
丨

"

‘ホ
ィ
...
ッ
グ
批 

.
判
に
向
け
て
、
議
会
制
度
の
改
革
を
主
張
し
、
後
に
選
寒
法
の
改
正
を
逋
じ 

て
、
■支
配
的
な
勢
力
を
握
る
に
至
っ
た
。
最
左
翼
が
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
思
想 

に
共
鳴
す
る
急
進
主
義
者
、
，ロ
マ
ジ
主
.義

.者

の

：

一
群
.
：
wv P

r
i
c
e
;

 

T
,
. 

P
a
i
n
e
,

 P
T
O
O
k
,

 "w. G
o
d
w
i
n
,

 J. T
h
e
l
w
a
H
o
o
l
e

'd,
d
g
e

m-helleyv 

S
o
u
t
h
e
y
, 

"
W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
,

.-:
T
. Ha

r
d
y

 

と
 

p ン

ド

y通
！
！
^

の
人
；々
、

.
並
び
.に

T
.

 

S
p
e
n
c
e

で
あ
る
。
こ
の
階
級
的
基
盤
は
、.
既
に
述
べ
た
如
く
急 

進
的
な
新
興
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
独
立
小
生
避
者
、
熟
練
労
働
者
等
と
複
雑
で 

あ
る
が
、
彼
等
こ
そ
が
最
も
大
衆
に
近
く
、
土
地
改
革
論
、
社
会
主
義
、
共
産 

.主
義
、
無
政
府
主
義
、
口
マ
ン
主
義
、
無
神
論
等
の
先
駆
的
な
主
張
に
ょ
っ
て
、
 

後
の
.リ
カ

ー
.
ド

.

f

会
主
義
、
空
想
的
社
会
生
義
、
チ
ャ
ー
チ
ズ
<
等

に

、
.
大
 

.い
な
る
遺
産
を
与
え
.た
の
で
あ
る
。

' 

.

.

.

.

と
こ
で
、
か
れ
ら
を
、
'罾

ポ

、
工

義

を

永

遠

に

し
て
最

良

の

自

然

趴

，

と

考

え

 

る
紫
と
、
そ
の
批
判
者
と
.に
分
類
す
る
と
、
ベ
ン
サ
ム
、
リ
カ
ー
ド
は
い
ぅ
に 

.及
ば
ず
、
ロ

シ

ド

ン

通

信

の

人

々

も

、
。へ.ィ
ン
で
す
ら
も
、
こ
の
生
0
カ
法 

に
終
り
が
あ
ろ
ぅ
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
逆
に
、
古
い
保
統
に
固
執
し 

た
バ
ー
ク
が
、
自
然
法
を
批
判
し
て
功
利
主
義
に
近
づ
き
な
が
ら
も
、
露
骨
な 

利
害
打
箅
に
よ
っ
て
動
く
秩
序
に
感
情
的
な
嫌
悪
を
示
し
、
地
主
的
な
マ
ル
サ

四
八
.(

七
ニ 

9

.K

は
>「

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
が
、
.革
命
的
な
も
の
で
な
く
、
歴
史
的
な
契
機
で

な
べ
、
.単

に

//
古
い
"
社
会
の
よ
り
広
汎
な
よ
り
好
都
合
な
物
質
的
基
礎
を
形

?)

成

す

る

限

り

に

お

い

，
て

、

.
そ

れ

を

歓

迎

」

し

、「

ブ

ル

ジ
,3
ア

的

生

産

の

矛

盾

を

 

隠
す
こ
'と
に
関
心
を
も
つ
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
.こ
れ
を
暴
露
す
る
こ
と
に
関
心 

を
も
っ
て
い
た」

の
で
あ
る
。
急
進
派
.の
中
に
あ
っ
て
、
^
教
や
政
ぬ
の
^

.
 

:

.を
主
張
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
権
力
と
財
産
制
度
の
強
い
つ
な
が
り
を
見
て
、
 

"
市
民
社
会
"

の
秩
序
に
根
本
的
な
疑
い
の
眼
を
向
け
た
の
は
、デ
ィ
ガ
ー
ズ
等 

.
■の
.貧
農
の
本
能
を
別
と
す
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
.で
.は

f-
1

M
e
s
l
i
e
r
;
.

 

>
. 

N
.

 

M
o
r
e
x
L
y
v
'
G
V

 B
V
M
a
b
l
y
,

 

F'V
'
N
. 

p
. 

B
a
b
e
u
f

 

等
の
啓
蒙
社
会
主
義
で 

，あ
り
、
イ
ギ
リ
.：ス
：で
は
、
，.コ
：ド
ウ
ィ
ン
の
無
政
歷
ハ
産
主
義
の
み
で
あ
っ
た
。

:

も
ち
ろ
ん
、
こ
.の
時
期
に
は
労
働
#
^
級
の
成
熟
と
自
覚
は
不
十
分
で
あ
っ 

て
、
労
働
者
の
立
場
：か
ら
、
労
働
者
の
理
論
.に
よ
っ
て
資
本
主
義
を
批
判
し
、

•労
働
者
を
主
体
と
し
た
改
革
の
プロ
，ク」

フ
：ム
を
作
る
こ
.と
は
な
か
っ
た
。
^

っ 

.

て
、

こ
れ
ら
急
進
主
義
者
が
資
本
主
義
的
な
政
治
，
財
産
制
度
を
批
判
し
た
と 

し
て
も
、
そ
の
ぼ#|
は

、

封

建

制

度

を

.攻

_
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジI
自
身
の
も 

.

.の
か
、
ま
た
は
資
本
、
^

I

M

刖

筻

に

■は
原
始
キリ

ス
ト
教
の
時
代y

を
讃
美 

.
す
る
復
古
的
な
農
民€>
;
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
用

い

.
る
ほ
か
は
な
か
マ
た
。
.
.
.
そ

し

て 

こ
れ
ら
の
理
論
自
体-

の
僧
級
性
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
は
、ブ
ロ
レ
タ
リ
ア
が 

自
己
の
階
級
性
を
鼻
し
た
理
論
を
持
つ
ま
で
は
、
彼
等
の
思
想
は
常
に
実
現 

の
基
盤
を
持
た
ず
、
歴
史
や
階
級
を
超
越
し
て
、
空
想
的
な
ら
ざ
る
を
え
な
か 

.
っ
た
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
に
至
っ
て結
晶
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の理
論
は
、

.い
ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
理
論
の
胎
内
で
育
ち
、
急
進
主
義
の
批
判

精
神
に
鼓
吹
さ
れ
て
、
.労
働
'運
動
.の
成
熟
と
共
に
生
ま
れ
る
。
こ
の
ょ
ぅ
な
意 

味
で
、

フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
の
成
果
を
^

入
し
た
,j

の
〃
イ
ギ
リ
ス
に
お
.け
る
フ 

ラ
ン
ス
革
命
"

は
、
.近
^

！会
主
義
の
た
め
の
受
胎
期
で
あ
り
、
.

r

近
代
の
ニ 

人
の
最
大
の
.実
際
的
留
学
者
、
ベ
ン
サ
ム
も
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
も
、
特
に
ゴ
ド
ゥ
ィ 

ン
は
、
プ

P
レ
タ
リ
.ア
の
殆
ん
ど
独
占
的
な
財
産」

で
あ
つ
た
。
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.近
代
自
然
法
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
の
ヒ
ユ
I
マ
ニ
ズ
ム
と
宗
教
改
革
を
期
と
し

て
復
活
形
成
さ
れ
、
中
世
の
神
学
的
権
威
へ
の
反
抗
と
し
て
、
王
権
と
旧
i

階
級
に
対
し
て
新
た
に
興
り
つ
つ
あ
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
I
の
ィ
デ
オ
ロ
ギ
！

と
し
て
主
張
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
か
ら
、
そ
の
特
徴
は
、
世
俗
的
で
あ
り
、
合
理 

?)

的
で
あ
り
、
個
人
主
義
的
で
あ
り
、
伝
統
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
快
楽
的

,

C
2)

で
あ
り
、
何
ょ
り
も
経
験
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
口
ッ
ク
に
お
い
て 

明
：ら
か
な
.ご
と
く
、'
市
民
的
自
由
と
財
産
の
神
聖
、
社
会
契
約
説
と
労
働
財
産 

説
へ(

自
然
財
産
権
説)

と
い
ぅ
当
時
の
ブ
ル
ジ
デ
ア
ジ
丨
の
政
治
的
要
求
の
表 

明
で
あ
る
と
同
時
.に
、.：
ま
た
そ
れ
故
に
、
そ
れ
は
先
験
的
な
、
超
越
的
な
独
断 

原
理
で
は
：な
く
、
経
験
主
義
的
、
内
在
的
な
科
学
的
原
理
と
し
て
、

ニ
ユ
ー
ト
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四

九
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ニ
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E
n
g
l
a
n
d
.

 

M
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L
.

 

G
e
s
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n
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^
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g
a
b
^
B
d
.
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^

w

e

r

H

t11932,

S
.
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2
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•
訳
、

マ
ル
.•
エ
ン
選
集
、

補
巻
2
、

三
五
九
頁
。
た
だ
し
こ
れ 

.

は
若
き
日
のH

ン
ゲ
ル
ス
の
書
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。
殊
に
べ
ン
サ
ム
の 

•

評
価
に
は
問
題
が
あ
石
。

:

ニ
、
自
然
法
か
ら
功
利
主
義
へ

(

形
而
上
学
か
ら
唯
物
論
へ)



ン
カ
学
の
成
果
に
.対
疮
し
て
"
自
然
"
の
新
し
：

s

機
械
論
的
な
説
明
を
試
み
、社 

会
を
、
，
人
間
の
精
神
か
ら
は
独
立
し
た
1

的
因
果
め
系
列
と
し
て
、体
系
的
、
 

唯
物
論
的
に
把
握
ず
る
手
段
と
な
っ
た
。
赴
代
自
然
法
の
こ
.の
.二
つ
の
面(

政
. 

治
的
主
酚
と
赴
会
，の
客
観
的
把
握)

は
、
き
わ
め
て
重
^
な
も
の
で
あ
る
。
い 

ぅ
ま
で
も
な
く
、
'前
者
は
強
力
な
社
会
思
想
と
し
て
各
国
の
ブ
ル
.ジ
ョ
ア
罾
^
 

の
精
神
的
武
器
と
な
り
、
後
者
は
、
ト
マ
ス
.の
場
合
と
は
打
っ
て
.変
っ
た
唯
物 

論
的
な
内
容
を
示
し
て
、、
社
会
科
学
、
殊
に
経
済
学
の
成
立
を
肋
.け
た
か
ら
で 

あ

せ

双

っ

て

、
自
然
法
ば
神
に
ょ
っ
て
$

、
.
.制
定
さ
れ
た
と
説
か
れ
、
神 

の
概
念
が
そ
の
：

5
-

に
あ
ま
ね
く
い
き
わ
た
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
正
統
.
. 

派
的
教
会
至
上
の
中
世
の
教
理
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
逆
に
、
原
罪
の
ド
グ
マ 

を
拒
否
し
て
現
実
の
人
間
理
性
が
尊
重
さ
れ
、
.
.自
我
の
意
識
が
妆
大
さ
れ
て
、
，
 

例
え
ば
自
己
保
存(

ホ
ッ
ブ
ス〕

、
所

有

権(

ロ
ッ
ク)
、
刺

已

心(

ス
ミ
ス) 

と
し
て
挪
握
さ
れ
た
。1
こ
こ
に
、
自
然
法
に
浸
透
す
る
功
利
主
義
が
あ
.る
の
で 

あ
る
。

ホ
ッ
ブ
^
'は
、
自
己
保
存
と
快
楽
追
求
を
も
っ
て
、
全

て

の

霖

を

支 

配
す
る
原
理
と
考
え
、
か
か
る
平
等
な
打
算
的
個
人
を
主
体
と
す
る
原
子
論
的 

社
会
観
、
国
家
支
醅
の
是
認
を
、
神
学4

ら
で
は
な
く
、
.ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ

ー
の
. 

理
性
と
経
験
と
か
ら
引
き
出
し
た
。

ロ
ッ
ク
は
、更
に
本
有
観
念
を
否
定
し
て
、
 

「

後
年
の
ベ
ン
サ
ム
主
義
の
真
の
創
始
者」

と
な
っ
た
。
即
ち
"

.A
間
の
心
は
生 

ま
れ
た
時
に
は
&
紙

.贫
1

ぼ̂

&
s
a

で
あ
っ
て
、
.そ
の
後
の
精
神
の
形
成
は 

徽
境
に
ょ
る
の
で
あ
り
、
善
悪
の
規
準
は
^

^
的
で
は
な
く
て
、
快
楽
を
増
大 

し
苦
痛
を
減
少
さ
せ
る
も
の
を
善
と
呼
ぶ
の
だ
と
い
ぅ
彼
の
考
え
は
、
身
殳
㈣ 

度
に
対
立
し
て
自
.1

±
1

を

-^
め

る

と

い

う

政

治

的

要

求

を

含

む

と

词

畤

に

、
’
哲

学

• 

五

〇

(

七
ニ
ニ)

的
に
.は
感
性
の
経
験
に
基
礎
を
お
く
唯
物
論
で
あ
り
、
入
間
の
慾
望
を
自
然
な 

%.
の
と
見
て
、道
徳
と
社
会
箝
学
を
地
上
の
-1
!
|
:
界
に
引
き
下
す
も
の
で
あ
っ
た
0 

こ
れ
ら
は
、
.自
然
法
が
示
唆
し
.た
社
会
の
i

的
把
握
の
方
向
で
あ
り
、
更
に 

根
本
的
に
は
、「

人
間
相
互
の
全
て
の
雑
多
な
諸
関
係
を
、有
用
性
の
一
つ
の
関 

係
の
中
'に
解
消
す
る
外
！
的
不
合
理
、
か
か
る
外
見
的
に
は
形
而
上
学
的
な
抽 

象
.は
、
近
代
市
民
社
会
の
内
部
に
お
い
て
：は
、
全
て
の
諸
関
係
は
一
つ
'の
抽
象 

的
な
貨
胳
的
、暴
利
営
業
的
関
係
の
下
に
実
際
に
は
包
摂
さ
れ
る
と
い
う
こ
と」 

か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
功
利
主
義
は
、
近
代
自
然
法
が
重
視
し
た
人
間
行
為
の
規
準
を
、
ょ 

り
唯
物
論
的
に
表
現
し
た
も
の
と
い
い
得
ょ
う
。
启
然
法
に
、対
し
て
は
、
そ
の 

宗
教
的
宿
命
観
、
理
神
論
、
神
秘
的
•な
楽
天
観
、
非
歴
史
性
、
論
理
上
で
は
未 

証
明
前
提
の
誤
り
I
を
指
摘
し
得
る
。
、だ
が
、
近
代
自
然
法
は
同
時
に
経
験
科 

学
的
側
面
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
面
を
功
利
主
義
に
徹
す
る
こ
と
枕
、
 

そ
れ
が
事
実
と
し
て
.の
ブ
ル
ジ
'ョ
ア
ジ
ー
心
理
の
表
現
で
あ
り
、
か
か
る
功
^
 

的
関
係
が
現
実
の
経
济
諸
閨
係
の
反
映
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
ま
た
そ
れ
が 

〃
自
^

: 

'

の
無
目
的
な
、
没
意
味
的
な
把
握
に
近
づ
く
限
り
に
お
い
て
、
ま
さ
に 

i

的
で
あ
り
、
唯
物
論
で
あ
り
-
一
つ
の
進
歩
で
あ
っ
た
。
そ
の
故
に
、
ぜ
 

利
論
の
本
来
的
科
学
は
経
済
学
"
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
重
農
主
義
者
達
に
ょ
っ 

て
体
系
化
さ
れ
、
ス
、
.ミ
ス
を
経
て
、
自
然
法
を
私
拭
し
た
功
利
主
義
者
リ
カ

a 

ド
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
0 

,

そ
れ
で
は
、
.
近
代
自
然
法
の
社
会
批
判
と
し
て
の
面
ば
ど
う
で
あ
.ろ
う
か
。
 

そ
れ
枝
古
き
権
威
べ
の
反
抗
と
し
て
主
張
さ
-.
t
t、

そ

.
の

豊

篇

な

内

容

の

故

气

幸
福
主
義
、
個
人
主
義
、
自

由.
平
等
-

共
有
の
理
想
社
会
観
、
私
有
財
産
観
、 

契
約
説
に
よ
る
国
家
批
判
、
革
命
権
等
の
'思
想
が
、
以
後
の
社
会
思
想
、
殊
に 

社
会
主
義
に
及
ぽ
し
た

影
！
：

は
非
常
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
中
に
は
、

. 

"
自
然
"

と
し
て
の
社
会
の̂

^
的
な
把
握
の
場
合
と
同
じ
よ
ぅ
に
、
や
は
り 

功
利
が
そ
の
主
張
の
某
礎
に‘含
ま
れ
て
い
た
。

フ
ィ
ジオ
ク
ラ
ー
ト
に
よ
れ 

ば
、
"
自
然
の
秧
序"
と
は
神
が
人
類
の
幸
福
を
意
図
す
る
秩
序
で
知
る
^
、

)

ラ 

ス
キ
は
、
懐
疑
論
の
背
景
に
も
効
用
^

宗
教
的
戴
容
吹
茧
張
匕
も
費
用
と
の
/■

、3)

関
係
を
見
て
い
る
。
そ
し
て
功
利
主
義
は
契
約
説
や
形
而
上
学
的
な
権
利
の
概 

念
な
ど
を
批
判
し
て
、
資
本
主
義
也
産
.の
進
展
と
共
に
、
■
次
第
に
独
立
の
社
会 

思
想
と
な
る
の
で
あ
る0
:

こ
こ
で
、
功
利
主
義
の
階
級
的
性
格
と
そ
の
限
界
を
明
ら
が
に
せ
ね
ば
な
ら 

な
い
。
も
ち
ろ
ん
功
利
主
義
は
、
封
建
的
な
権
威
.に

対

し

て

は

.
、
.
合

理

的

な

批

 

判
と
し
て
き
わ
め
て
有
効
で
あ
？
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
近
代
.自
然
法
と
同
様
.に
、

. 

或
.い
は
そ
れ
以
上
に
非
歴
史
的
な
論
理
で
あ
マ
た
0
そ
れ
は
、
社
会
の
発
展
：に 

つ
い
て
は
観
念
論
で
、
歴
史
的
な
人
間
存
在
を
、
単
に
快
楽
と
苦
痛
を
感
ず
る 

坐
理
現
象
の
主
体
と
し
か
見
ず
、
人
間
相
亙
の
複
雑
な
諸
関
係
、
と
り
わ
け
階 

級
関
係
等
の
質
的
な
事
実
を
、
功
利
.と
い
}

一.語
の
量
的
現
象
に
解
消
乙
て
し 

ま
ぅ
解
毒
剤
で
あ
'り
、.
営
利
的
な
、
.搾
取
的
な
制
度
を
最
良
の
膨
.序
と
：し
て
合 

理
化
し
、
塵
と
奢
侈
の
無
刹
限
な
追
求
を
讃
美
す
石
と
い
ぅ
、
.:
-い
ず
れ
の
面
.
. 

か
ら
見
て
も
ブ
ル
ジ
ョ
ブ
的
な
論
理
で
あ
っ
た
。
ご
.の
ブ
ル
ジ
:3
.ァ

的

な

抽

象

. 

が
、

一
般
の
諭
理
と
し
て
、
神
办
摂
理
め
爭
を
借
り
ず
に
通
用
す
る
に
至
-ァ
た 

の
は
、
ま
さ
.に
産
業
軍
命
に
よ

っ
て
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
^

”
丨
の
勝
利
が
確
^-
し

十
八
世
紀
英
仏
社
会
思
想
の
発
！

g
:

とゥィリアムゴドゥィン

た
十
九
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
自
然
法
I
功
利
主
義
と
い
う
過
程
が
、

ジ
エ
，
ン
ト
リ
I (

ホ
ッ
フ
ス)

、

ヨ
ー
マ
ン
リ
I (
ロ
ッ
ク)

マ
ニ
ユ
フ
ア
ク

チ
ャ
ラ
.

—

み
ス
ミ
ス)

！
>
勝

利

し

た

産

業

ブ

ル

ジ

.ョ
ア

ジ

ー(

ベ
ン
サ
ム)

と 

い
う
®

を

持

つ

：
ま
り

.に
お
い
て
、
功
双
ま

_
は
、
社
会
思
想
と
し
て
は
革
命 

的
性
格
を
抜
き
去
ら
れ
た
退
歩
を
意
味
す
る
。

,

し
か
し
な
：が
ら
、
そ
の
社
会
思_
と
し
て
の
真
の
面
目
は
、実
は
海
峡
を
越
え 

.た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
輝
き
を
増
し
て
い
た
。
そ
の
社
会
锻
学
は
、
絶
対
王
制 

の
圧
力
の
下
に
、
農
民
は
疲
弊
し
、
市
民
は
そ
の
自
由
な
経
済
活
動
を
抑
え
ら 

れ
て
い
た
十
八.世
紀
に
、.
'.不
合
瑶
な
体
制
を
攻
撃
す
る
恰
好
の
武
器
と
し
て
、
.
 

唯
物
論
者
の
間‘で
研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

エ
ル
ヴ
エ
シ
ゥ
ス
は
、

_
㈣ 

論
を
直
i

会
と
関
連
さ
せ.て
理
解
し
、
生
ま
れ
つ
き
の
知
能
は
平
等
で
あ
る 

こ
と
、
経
験
ど
教
育
は
全
能
で
あ
る
こ
と.、
個
人
の
利
害
が
あ
ら
ゆ
る
道
徳
の-
 

基
礎
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
、
そ
の
た
め
に
合
理
的
な
れ
会
秩
序
を
造
る
こ 

と
を
要
求
し
た
。
更
に
ド
ル
パ.ッ
ク
は
、
個
人
の
解
放
、.競
争
、
利
益
の
追
求 

を
謳
歌
し
て
、
古
い
封
建
的
擁
取
形
態
に
対
立
し
た
。
.け
れ
ど
も
、
同
時
に
そ 

の
こ
と
は
、「

豸
@
入

に
お
い
て
覓
出
さ
れ
る
積
極
的
な
経
済
的
内
容
を
彼
等 

の
理
論
.か
ら
取
り
去
っ
た」

-
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ご
の
よ
う
に
、

「

功 

利
及
び
搾
取
の
理
論
の
進
歩
の
諸
段
階
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
褪

.々
の
豸
® 

時
期
と
正
確
に
連
関
し

」

、
'自
然
法
.の
中
に
統
一' 
し
て
含
ま
れ
て
い
た
社
会
思 

想
と
経
済
学
は'一r

戦
闘
：

s

で
は
あ
'̂
'
が
：な
お
未
罾
罾
な
ブ
ル
ジa
ア
ジ
|
1_ 

と
、
.

「

支
配

U.
.
.つ

.ひ

ぎ

る

発

昆

し

^

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
一」

，に
対
^

す
る
、
'フ
ラ 

ン
ス
ど
ィ
ギ
リ
ス
の
功
利
；モ»
に
分
裂
'して発展した。そして；

はフラ

, 

五

一
(

七
.ニ
三)



ゾ
ろ
革
#;
を
撕
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
逾
流
し>
,そ
の
軌
闘
的
な
内
容
は
、
没
落 

過
程
の
小
生
産
者
や
知
識
人
の
魂
を
揺
り
動
か
U
た
の
で
あ
る
。「

#
取
理
論 

の
そ
の
後
の
発
展
は8、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
によ
ク
て
、
だ
が
し
か
し
特
に
ベ
ン
サA 

に
よ
っ
て
進
行
し
た
。1_
.べ
ン
サ
ム
は
、.ブ
ル
ジ
ョ
’ア
ジ
ー
の
立
場
か
ち
、

こ 

れ
に
経
済
的
な
内
容
を
取
り
入
れ
た
が
、
同
時
に
：営
利
秩
序
の
単
な
る
弁
護
入 

に
堕
し
て
し
ま
っ
た
の
に
対
し
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
眩
盛
な
批 

判
精
神
を
学
：̂
で
、
こ
れ
を
私
有
財
産
攻
撃
の
武
器
に
転
用
し
て
し
ま
っ
た
。 

功
利
の
説
に
よ
って
，資
本
主
義
を
批
判
し
た
改
革
；

it

者
と
し

て

、

オ

ー

エ

ン

、
 

タ
ム
ソ
ン
、

グ
レ■丨
等
を
数
え
得
る
が
、、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、

そ
の
先
駆
で
あ 

り
、
最
も
フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
に
近
い
と
い
ぅ
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。

、.

+

注(

1)

自
然
法
の
合
理
性
に
つ

い
て
は

A
.
p
.

 
D
M
n
t
r
l
v
e
s
;

 

N
a
t
u
r
-

 

a
l

 

L
a
w
,

 

1
9
400
.
参
照
。

パ
2)

太
田
可
夫「

イ
ギ
リ
ス
社
会
哲
学
の
成
立」

参
照
'

(

3)

水

田

洋「

社
会
思
想
小
史j

九
六
頁
。

(

4 ) 

E
.

 F. 

H
e
c
k
s
c
h
e
r
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M
e
r
c
a
n
t
i
l
i
s

日
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900
4
, vo

l
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p
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p
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L
a
s
k
i
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P
o
l
i
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i
c
a
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 ^
T
h
o
u
g
h
t

 

i
n

 E
n
g
l
a
n
d
,

 

L
o
c
k
e

 

t
o

td
e
n-c
t
-
h
a 
日
，1948.

(

6)

こ
れ
は
英
国
経
験
論
の
基
調
を
な
す
命
題
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
大 

陸
の
合
理
主
義
と
全
く
別
の
も
の
で
は
な
く
て
、
多
分
に
共
通
す
る
性
格 

を
持
っ
て
い
る(「

人
間
悟
性
論」

加
藤
卯
一
郎
氏
訳
序
参
照)

。'

」

れ
は
、
 

こ
の
双
方
が
結
局
は
中
世
的
理
念
.に
対
立
す
る
精
神
0
産
物
で
ぁ
る
こ
と

五
土 

(

七
ニ
•四)

力

:̂
も

a
解
各
，れ
よ

.う
。

.だ

■
が

も
.
.t>
.ろ
-ん
、
，デ
力
.ル
>
や
ラ
ィ
.プ
ニ
ッ
ッ 

V

の
本
有
原
理
は
、

形
而
上
学
の
色
彩
が
よ
り
濃
い
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の 

.

.橫
極
的
な
市
民
精
神
の
内
容
を
か
く
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
，市
民
社
会
の 

.
成

熟

度

に

従

？
て
、

ヵ
ト

.リ
シ
ズ
人

-
>合
理
主
義
哲
学

1
近
代
自
然
法

4 

功

利

'主
義
、
と
い
う
形
而
上
学
か
ら
唯
物
論
べ
の
移
行
を
た
ど
り
得
よ
う
。、

(

7) 
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D
e
u
t
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h
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i
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原
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ニ
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.

 

M
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x
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a
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388.

(

10)

平

井
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代
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史J
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ノ
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Q
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H
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t
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r
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d
e
s

 

D
o
c
t
r
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n
e
s
J
E
C
O
n
o
r
o
i
—

q
u
e
s
,
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1
9
4
7
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9

ニ
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卷
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(

12) 

w
. J. 

L
a
s
k
i

 

 ̂
闩
cr
o

w
s-
o

OHJE
u
r
o
p
e
a
n

 

L
i
b
e
r
a
l
i
s
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A
n

 

E
s
s
a
y

 

i
n

 

I
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
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o
n
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p
.

 

1
7
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石
上
訳
一
七

五 

頁
0 

ノ 

：

(

13) 

I
b
i
r
p
.
l
s
l

•
訳 

一
二
八
頁
。

(

14)

功

利
説
の
歷
史
観
に
お
け
る
観
念
論
と
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
で
あ
る
。

原
子
論
的
社
会
観
か
ら
、
社
会
的
関
係
を
個
'人
的
な
も
の
に
還
元
し
、
あ 

>

、

>

.

ら
ゆ
る
社
会
現
象
を
永
遠
な
人
間
本
性
か
ら
導
び
と

.う
と
す
る
こ
と
。

従 

っ

て
歴
史
的
な
人
間
存
在

は

自

然

の

中

に

解

消

さ

れ

る
こ
と
。

か
か
る
人 

間
本
性
に
と
っ
て
不
都
合
な
社
会
を
、

理

性
め
啓
発
に
よ
っ

て
改
善
し
よ 

う
と
す
る
こ
と
。

か
く
て
、

"人
間
は
環
境
の
産
物
で
あ
る
"

と
い
う
啓

蒙
思
想
の
中
に
は
、
同

時

に

"
賢
人
が
社
会
に
お
い
て
支
配
的
役
割
を
果
. 

す
"
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

(

15)

功
利
主
義
が
唯
物
論
で
あ

る

と
い

う

の

は

、

あ
く
ま
で

相
対
的
な
意 

味
で
あ
っ
て
、
神
の
概
念
が
消
滅
し
た
と
し
て
も
形
而
上
学
を
脱
し
て
は 

い
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、G

.
M
y
r
d
a
l

は
、

そ
の

著

D
a
s

 polit— 

ische E
l
e
m
e
n
t

 in d
e
r

 

nationaldlkono 
日 i

s
c
h
e
n

 

D
O?r
ci
-
r
i
n
- 

Tbildung. 

A
u
s

 

d
e
m

 s
c
h
w

o>d
i
s
c
h
e
n

 

u
b
e
r
s
e
t
z
t

 

v
o
n

 

G
e
r
-

 

h
a
r
d

 M
a
e
k
e
n
r
o
t
K

 

werlin. 

1
9
3
2
.

に
お
い
て
、
功
利
説
は
先
験 

的
調
和
観
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
、
..自
然
法
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
と 

主
張
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
、
客
観
的
政
治
規
範
を
与
え
よ 

う
と
す
る
等
々
の
理
由
で
、
後
者
の
思
弁
に
等
し
い
。

(

16
X
17)

w
. M

a
r
x
;

 

a.a.o., 

S. 

3
9

.°

(

18) 

a
.
a
.
p
,

 

S. 

391.

(

19)

フ
ラ
ン
ス
唯
物
論
と
社
会
主
義
、
共
.産
主
義
の
関
係
忆
つ
い
て
は
、

IViarx, 

E
n
g
e
l
s

 ; D
i
e

 H
e
i
l
i

9qe

 F
a

日ilie 
目

d

 A
n
d
e
r
e

 

P
M

1
0- 

sophische. 

F
x
u
n
s
c
h
r
i
f
t
e
n
.
w
u
c
n
e
r
e
i

pu
e
w
.
:
. 

lylarxismus- 

L
e
n
i
n
i
s
m
u
s
.

 

w
d
.
, 

4
1
.
s. 

2
5
3
1
2
6
5
.

参
照
。
：

(

20〕 

l

般
に
は
、
.自
然
法
系
の
社
会
主
義
者
の
方
が
、
功
利
主
義
系
の
論 

者
よ
り
ラ
デ
ィ
ヵ
ル
で
あ
ス

o
そ
め
理
出
ば
、
；後
者
が
よ
.り
成
熟
し
た
ブ 

ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー

-0
M
想
を
受
け
.つ
，い
.で
：、
自
由
生
義
を
.基
調
と
す
る
の
に 

対
し
、
前
者
は
直
接
に
平
等
、.
革
命
榷
等
か
ら
出
発
す
る
七
^
に
も
求
め 

ら
.れ
よ
う
。
た
だ
し
、
功
利
主
義
の
帰
着
点
は
現
在
で
も

.ま
だ
，不
明
確
で

十
八
世
紀
英
仏
社
会
思
想
の
発
展
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
•
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

あ
っ
て
、

フ
ェ
ビ
ア
ン
主
義
に
限
定
し
た
り
、
或
い
は
逆
に
ヶ
イ
ン
ズ
の 

如
く
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン

も
マ
ル
ク
ス
も
共
忙
ベ
ン
サ
ム
の
伝
統
の
中
に
含
め 

.

.る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
し
、

ま

た

毛

沢

東

の

〃
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

的
な
、
 

革
命
的
な
功
利
主
義
'/
/(

延
安
文
芸
座
談
会
に
お
け
る
講
話)

と
い
ぅ
考 

え
方
も
あ
る
。
帰
着
点
に
つ
い
.て
は
、
木
村
正
身「

十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス 

思
想
史
の
若
干
問
題」

一
橋
論
叢
五
月
号
参
照
。

三
、
資
本
主
義
批
判
と
財
産
論

.
.

(

無
政
府
主
義
•
共
産
主
義〕

.

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
主
著

「

政
治
的
正
義
に.つ
い
て
の
研
究」

は
、
版
を
重
ね
る

-
c

l
>

に
従
っ
て
や
や
そ
の
主
張
を
変
え
た
が
、
第
三
版
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
主 

な
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
ぅ
な'%
の
で
あ
る
。

I

道
徳
及
び
政
治
研
架
の
真
の
対
象
は
、
快
楽
ま
た
は
幸
福
で
あ
る
。
快 

楽
は
、
外
部
感
覚
に
よ
る
も
の
よ
り
は
、
知
的
な
感
情
、
同
情
、
自
己
是 

-認
に
よ
る
快
楽
の
方
が
良
い
。.

..

.

f
f
政
府
は
人
類
の
無
知
と
誤
謬
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
不
正
を
行
い
、
 

財
産
の
不
•-
¥
等
を
永
久
化
し
た
。

：

.
f
.
.
.
独
立
が
な
く
て
は
幸
福
に
な
り
得
な
い
。
独
立
に
対
す
る
#
害
が
最
も 

少

な
::
<
文
、:安
全
が
維
持
さ
れ
る
：こ
忿
が
望
ま
し
い
。：

:w
'
正
義
と
ば
快
楽
ま
た
は
幸
福
の
最
大
量
を
生
み
出
す
原
理
で
あ
る
。
そ 

:

れ
は
普
遍
晚
ザ
、.利
己
心
の
放
棄
を
要
求
す
る。

' ,,,

一
般
的
，な
利
益
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
は
_
務
で
あ
る
。

:

• 

五

三(

七
一
一
五)



権
利
と
は
、
こ
ぅ
し
て
生
じ
た
利
益
に
対
す
る
個
人
の
請
求
権
で
あ
る
。 

M

人
々
は
感
情
に
よ
っ
て
行
為
し
、理
性
は
そ
の
感
情
を
比
較
考
量
す
る
。

.
故
£
、
理
性
の
進
歩
に
よ'っ
て
社
会
的
条
件
は
改
善
さ
れ
る
。：

>1
知
識
に
よ
っ
て
理
性
は
明
晰
證
に
な
る
。
知
識
に
.限
界
は
な
い
か
ら
、
 

社
会
は
永
久
に
改
善
さ
れ
る
し
、
そ
れ
を
固
定
化
す
る
制
度
は
有
害
で
あ 

る
。
 

.

:

VI

高
徽
な
快
楽
は
健
全
な
悟
性
に
結
び
付
い
て
い
る
。
1

^

1

^

,
 

研
究
の
苜
由
、.簡
素
な
生
活
様
式
、
.
知
識
為
養
ぅ
た
め
の
余
暇
と
結
び
付 

い
て
い
る
。
従
っ
て
、
不
平
等
な
財
産
の
分
配
は
望
ま
し
く
い
。

彼
の
思
想
の
中
に
は
、
非
常
に
多
く
の
ん
々
の
影
響
が
見
ら
れ

?)
-
3が
、
I
、 

K

¥
ノ
ャ
が
功
利
主
義
の
伝
統
の
卞
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
ぅ
。
彼 

は
、
ヒ
ュ
一
ム
に
な
ら
っ.て
社
会
契
約
説
を
批
判
し
、
ペ
イ
ン
筝
の
自
然
権
の 

概
念
を
否
定
し
、

所
有
権
の
基
礎
を
投
下
労
働
に
求
め
る
考
え
も
し
り
ぞ
け 

て
、
自
然
法
よ
り
は
功
利
主
義
に
近
か
っ
た
。
だ
が
彼
の
考
え
は
、

エ
ル
ヴ
ェ 

シ
ゥ
ス
の
一
方.の
i

者
ベ
ン
サ
ム
と
は
か
な
り
趣
き
を
異
に
し
て
い
た
0.
ァ 

レ
ヴ
ィ
は
、
ゴ.ド
ゥ

ィ
ン
に
と

っ

て
人
間
は
本
質
的
に〃
l

l±
r
"
を
感
ず
る
よ 

り
は
"知
的
"
〃
合
理
的
"
存
在
で
あ
り
、
生
産
物
を
交
換
す
る
よ
り.は
思
想
を
. 

交
換
す
る
も
の
で
あっ
た
か
ら
、
ま
た
双#
と
双
-|
9

に

対

す

る

.概

念

の

批

判

に 

功
利
の
原
理
を
用
い
な
か
っ
た
か
ら
、
M

㈣

の
功
㈣
ま

で
は
な
か
っ

た

と

C
G)

述
べ
、
プ
リ
ー

ス

ト

リー

は
、
彼
は
快
楽
の
質
的
尺
度
を
導
入
し
た
こ

と

に

よ
 

っ
て

、
_

1:

の
1:
^

^

快
楽
の
強
さ
と
価{1
を

賤

め

た

こ

と

に

よ-?
て

、
ま

た

、 

最
高
の
快
楽
は
徳
の
追
求
に
よ
って
得
ら
れ
る
と

主
張
す
る
こ

と

に

よ

つ

て

、

五
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功
利
主
義
の
体
系
を
覆
え
し
たと
い

？て
!
?

Q
O
I
更

に

、
.
プ

リ

ー

ス
ト
リ
ー
の 

解
釈
に
よ
れ
ば
、
.
ゴ
ド
ウィ
ジ
の
道
徳
哲
学
の.中
に
は
、
合
理
主
義
と
フ
ラ
‘ン 

ス
功
利
主
義
と
い
う
二
つ
の
震
が
あ
り
、
彼
は
功
利
主
義
の
機
械
論
的
必
然 

'

論
に
は
自
由
意
志
の
理
論
を
、
：個
人
の
快
苦

と

い

う

主
観
に
価

値

を

求

め

る

相
 

対
主
義
に
は
絶
対
的
な
価
値
を
、
利
己
主
義
に
対
し
.て
は
合
理
的
仁
愛
を
、
.報 

醐
と
罰
に
よ
る
教
育
の
体
系
に
対
し
て
は
自
由
な
個
人
判
断
を
強
調
す
る

体

系
 

を
'
対
立
さ
せ
た
。，'.…

：
結
局
、

'ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
倫
理
論
は
、

エ
ル
ヴ
工
シ
ウ 

.
ス
や
厳
格
な
功
利
主
義
者
が
否
定
す
る
三
つ
の
仮
定
、
即
ち
利
他
主
義
の
可
能 

な
人
間
の
性
格
、一

般
的
善
を
促
進
し
期
待
する
こ

と
.に
最
高
の
快
楽
を
見
出 

す
、
全
体
の
善
は
個
人
の
善
と
一致
す

る

と

い
う

考
え
の
上
に立

っ
て

い

た

と
 

の
.こ
と

で

あ

る
。
.

け
れ
ど
も
、.功
利
主
義
思
想
と
い
う
も
の
は
、
常
に
純
粋
に
感
覚
的
に
説
か 

れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
は
後
のJ
，s

.
、
、
、
ル

に

見

ら

れ

る

よ

う

な

人 

格
的
合
理
主
義
の
要
素
も
存
在
し
た
し
、
同
時
に
ま
.た
、
民
主
主
義
や
自
由
主 

義
は
、
必
ず
し
も
功
利
め
原
理
と
の
論
理
的
な
関
連
な
し

(

は
主
張
さ
れ
て
き
た
。 

従
っ
て
こ
の
点
でミ
ル

と

ゴ
ド

ウ

ィ

ン
.を
区
別
す
るこ
と

は
^

^

で

あ

れ

。 

た
だ
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
場
合
に
は
、
快
楽
の
質
的
区
別
、
理
性
へ
の
信
頼
が
か
い 

醫

で

あ

り

、
そ
れ
が
昏
積
財
産
の
制
度

(

彼
は
封
建
社
会
と
区
別
し
て
市
民 

社
会
を
こ
う
呼
ん
だ

〉

へ
の
不
信
と
共
に
、i

f
王
義
、
共
産
主
義
に
ま
で 

至
っ
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
殊
な
性
格
が
あ
る
の
で
あ
る
。

.
功
利
主
義
と
い
う
も
の
が
、
経
済
社
会
の
.現
実
の
営
利
関
係
と
共
に
発
展
し 

た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
そ
こ
で
、

工
ル
ヴ
ェ

シ
ウ
ス
も
べ
ン
サ
ム
も
、
封
建

盼
土
地
貴
族
が
自
己
の
享
楽
を
撕
他
的
に
特
樁
化
し
た
の
に
対
し
て
、

^m

由
V . 

平
等
、
所
有
お
よ
び
べ
ン
サ
ム"(w

.
;
M
a
r
x

 ; 

D
a
s

 K
a
p
i
t
a
l
,
B
d
.
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が
独
り
安
配
的
に
行
わ
れ
る
商
品
交
換
の
楽
園
を
背
景
に
、

そ
の
生
活 

条
件
を
抽
象
し
て
、
社
会
が
等
質
な
感
覚
的
個
人
か
ら
な
る
と
い
う
擬
制
か
ら 

出
発
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
感
情
的
な
人
間
把
握
は
、
デ
ヵ
ル
ト
や
パ
ス 

力
ル
の
.救
学
、

コ
ル
、̂—
ユ
や
ヲ
シ
ー
ヌ
や
モ
リ
エ.
1ル
の
古
典
に
現
わ
れ
た 

理
&
的
人
間
像
に
比
べ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
か
ら
の
人
間
解
放
で
あ
り
、
ま 

さ
に
地
上
的
な
人
間
感
情
の
そ
の
ま
ま
の
肯
定
と
し
て
、
近
代
ヒ
ュ

I

マ
ー
ー
ズ 

ム
の
確
立
を
告
げ
る
も
の
で
あ
び"。
だ
が
も
ち
ろ
ん
、
階
級
社
会
の
人
間
が
快 

楽
ゃ
菩
痛
を
同
様
に
感
ず
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
よ
ラ
な
非
現
実
的 

な
杣
象
は
、

一
面
に
お
い
て
架
空
の
道
徳
論
に
転
化
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、 

か
か
る
偽
善
の
経
済
的
基
礎
を
指
摘
し
得
る
理
論
が
未
だ
現
わ
れ
な
い
と
す
れ 

ば
、
当
然
に
産
業
革
命
の
過
程
で
没
落
し
つ
つ
あ
っ
た
独
立
小
生
産
者
漳
が
、 

，こ
の
快
楽
等
質
と
い
う
柚
象
に
対
し
て
、
.そ
の
袖
象
を
可
能
な
ら
し
め
る
生
活 

諸
条
件
も
ろ
と
も
に
、
批
判
を
加
え
る
可
能
性
を
与
え
る
の
で
あ
る

(

こ
の
批 

判
の
芷
当
性
は
、
鹿
業
革
命
以
後
の
思
想
家
ミ
ル
に
よ
?
て
、
そ
の
生
活
諸
条 

件
と
は
切
り
離
さ
れ
て
確
認
さ
れ
た

)

。
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
思
想
の
き
わ
め
て
道 

徳
的
な
、g

性
的
な
性
質
は
、
彼
が
ヵ
ル.ヴ
ィ
ゴ
ズ
ム
、
プ
ラ
ト
ー
一
ズ
ム
等
の 

影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
い
う
伝
記
上
の
事
実
以
上
に
、
か
か
る
経
済
的 

な
、
階
級
的
な
基
礎
か
ら
理
解
さ
る
べ
き.で
あ
ろ
う
。

さ
き
に
掌
げ
た
彼
の
主
張
のf
、
I
、
观
、
か
ら
、
こ
の
よ
う
•な
小
生
産
者 

的
な
内
容
を
見
出
す
こ
と
は
き
わ
め
て

《

塞
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
快
寒
説
を
、

十
八
世
紀
英
仏
社
会
思
想
の
発
腰
と
ゥ
ィ
リ
ァ
ム
.
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

市
民
社
会
の
是
認
の
た
め
で
は
な
く
、
：そ
の
批
判
の
た
め
に
用
い
た
か
ら
、
現 

実
の
財
産
制
度
を
支
配
す
る
法
則
を
探
痴
す
る
よ
り
は
、
そ
.の
制
度
自
体
の
辟 

学
的
"
道
徳
的
意
味
を
問
題
と
し
た
。
彼
は
マ
ル
サ
ス
と
の
論
爭
に
際
し
て
、

. 

一
友
人
に
宛
で
.た
手
紙
で
 

.

「

私
は
、
政
治
経
済
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
、

即
ち
収
入
、
資
源
、
商
業
お 

よ
び
生
活
手
段
等
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
、
社
会
に
お
け
る
人
間 

:

0
道
徳
、
独
立
、：
幸
福
に
つ
い
て
の
私
の
よ
り
性
に
合
っ
た
研
究
と

.の
,
速 

.
に
よ
っ
て̂

要

だ

と

感
じ
た
時
だ
け
、
時
折
学
ぶ
に
過
ぎ
处
か
っ
た
。

」 

と
い
っ
て
い
び
が' 
ま
た
ブ
レ
ィ
ルス
フ

ォー

ド
は
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は
工
場
を
見 

た
こ
と

も

資
本
に
つ
い

て

聞
い
た
こ

と

も

な

い
か
の
よ

ぅ

だ

と

述

べ

、
フ
リ
ー
.
 

.ス

ト

リー

は
"
そ
れ
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と

| 一！！

っ
て
い
る
。
彼
の
時
代
に
は
、 

社
会
の
経
済
的
基
礎
を
客
観
的
に
把
握
し
て
、
そ
れ
を
総
体
と
し
て
説
明
し
得 

る
の
は
専
ら
支
配
階
級
で
あ
っ
た
か
ら
、
経
済
学
は
市
民
社
会
を
確
立
す
る
意 

味
に
お
い
て
の
み
革
新
的
で
あ
り
、
社
会
自
体
の
批
判
は
、
経
済
学
の
外
で
行 

わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
づ
た
。
そ
の
極
端
な
も

の

は

、
資
本
主
義
.を
嫌
悪
する
の 

あ
ま
り
経
済
学
に
も
敵-«
を
示
し
た
ロ

マ
ン
%

»
豸

達

で

、.

ヮ

ー

ズ

ヮ

ー

ス

.
、

ブ
レ

イ

ク

、

‘ゾ
ヱ
リ

I

、
バ
イ

ロ

ン

、

キ

ッ
•等
が
数
え
ら
れ
る
。
特
に
か
の 

K
マ
ス
，ヵ
丨

ラ
イ
ル
が
、「

功
利
主
義
と
.い
ぅ
怿
物
と
陰
惨
科
学
、
即
ち
経 

済
学
と
は
、.全
然
同
一
な
る
致
命
的
誤
謬
の
相
異
な
れ
る
方
面
だ

」

と
い
っ
た 

こ
と
は
、
功
利
主
義
の

一

面
の
解
釈
と
し
て
興
味
深
い
。
そ
し
て
彼
等
の
理
論 

の
一
般
的
な
基
礎.が
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
そ
の
意
義
と
限
界 

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

 

• 

. 

.
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そ
こ
で
、
彼
に
社
会
の
総
体
的
把
握
の
手
段
を
提
供
し
た
の
は
、

フ
ラ
ン
ス

啓
蒙
思
想
で
あ
っ
た
。
経
済
分
祈
を
拒
否
し
'た
場
合
、
社
会
の
運
動
は
当
然
に
ヾ

個
々
人
の
意
識
的
な
行
為
の
中
に
そ
の
原
動
力
を
見
出
ざ
ね
ば
：な
ら
な
い
。
こ

こ
に
心
理
学
，
倫
理
学
、.政

治

学

が

、

広

く

道

徳

群

学

：
の

名

の

下

に

、

十

/\
'
世

紀
の
思
想
の
中
に
君
臨
し1:
い
た
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

1

一..

ュ
t
ト
ン
が
自

然
界
の
力
の
法
測
を
発
見
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、
ド
ル
バ
ッ

ク
は
そ
の
倫
理
学

説
を
幾
何
学
に
似
た
精
密
科
学
に.、

ヱ
ル
ヴ
f
ゾ
ゥ
ス
は
実
験
物
理
学
に
似
た

精
密
科
学
に
.完
成
し
よ
う
と
し
た
。

ゴ
ド
ゥ
ィ
：

V

に
と
っ
て
も
、「

物
質
界
の

出
来
事
に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
るこ
と

が

必
然
に
支
配
さ
れ
るこ
と

が

認
め
ら
れ 

16)る」

の
だ
か
ら
、「

更
に
進
ん
で
、
物
質
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
の
推
論
を
、
心
に 

関
す
る
理
論
の
説
明
に̂
用」

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
精
神 

の
因
果
法
則
は
、
人
間
は
快
楽
を
求
め
る
と
い
う
.こ
と
、
し
か
も
高
度
の
理
性 

に
よ
ら
て
啓
蒙
さ
れ
た
快
楽
は
、
全
く
刺
已
心
を
脱
し
て
他
人
及
び
全
体
の
利 

益
と
一
致
す
る
と
いう
こ
と
、
.現
実
の
不
完
全
な
社
会
制
度
は
、
き
わ
め
て
有 

害
な
結
果
を
生
ん
で
い
る
が
、
理
性
が
知
識
に
よ
っ
て
更
に
伸
張
す
れ
ば
、
人 

間
の
行
為
は
疑
い
も
な
く
こ
の
功fi
j
の
原
理
に
無
限
にf

影
#
さ
れ
て
、
平 

等
な
財
産
制
度
に
ま
で
到
達
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
が
：。

ヮ
ー
ズ
ヮ 

丨
ス
は
こ
の
論
旨
に
打
た
れ
て
、
テ
ン
プ
ル
の
一
.学
生
に「

汝
の
化
^
の
書
を 

M
き
て
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
必
然
論
を
読.め
ー
.

」

と
叫
ん
だ
と
®
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
経
済
学
に
お
け
る
ス
ミ
ス
の
調
和
観
と
同
じ
よ
う 

に
、
楽
観
的
な
形
而
上
学
で
あ
っ
た
が
、
し
か
も
な
お
き
わ
め
て
農
富
な
内
容 

を
含
ん
で
い
た
。
彼
は
、
理
性
に
よ
る
社
会
の
変
革
と
い
う
空
想
性
を
持
つ

I

五
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方
、
.社
会
の
蓮
動
法
則
の
客
嘴
性
を
感
じ
て
、
こ
れ
を
唯
物
論
的
な
因
果
法
則 

と
し
て
理
解
し
、
人
間
精
神
に
対
す
る
環
境
の
相
対
的
独
自
性
を
認
め
て

い

た

。 

同
時
に
.ま
た
、
環
境
の
変
化
に
ょ
る
人
間_

の
可
変
性
を
強
調
し
て
、

「

す

べ 

て
は
絶
え
ざ
る
変
動
の
中
に
あ
り
、
不
変
な
、
永
久
的
な
も
の

.は
何j

つ
な
3̂
 

と
.い
ぅ
発
展
の
見
地
に
立
っ
て
、
彼
.の
理
論
の
著
名
な
特
徴
で
あ
る
進
歩
観
に 

到
達
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
完
全
な
^
^
へ
向
ぅ
必
然
を
貫
徹
す
る
た
め 

に
、
個
人
の
独
立
と
完
全
な
自
由
を
主
張
し
た
。

一
般
に
無
政
府
主
義
者
は
熱 

烈
な
自
由
主
義
者
で
あ
る
が
、

■

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
も
そ
の
例
外.で
は
な
い
0
と
の
自 

由
に
脅
威
を
与
え
る
も
の
が
、
宗
教
と
政
府
で
あ
り
、
そ
の
不
正
の
極
が
、
私 

有
財
産
で
あ
り
支
階
酷
級
で
あ
っ
た
。

.
彼
は
舰
跋
府
主
義
の
最
初
の
理

1
1
1

と
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
権
威
に 

反
撥
す
る
伝
統
は
、ル
ネ

サ

ン

ス

と
宗
教
改
革
以

来

か

.な

り
一
般
化
し
てい
た

。 

ヵ

ソ

リ

ッ

ク

の

権

威

が

揺

い

だ

時

、
.
ロ

ッ

ク

は
寛
容
を
主
張
し
てゴ
ド

ウ

ィ

ン
 

に
先
鞭
を
つ
け
た
し、

Xピ
ノ

ザ
、
ヴ
ォ
ル

テ

ー

ル

、
デ

ィ

ガ

ー

ズ

、

ス

ミ

ス

、 

ペ
イ
ン
が
そ
の
伝
統
の
中
に
算
え
ら
れ
る
。
更
に
彼
の
無
政
寐
主
義
に
貢
献
し

た
も
の
は
、
ス

イ

フ

ト

、
：マ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
ル
、ヒ
ユ

！

ム
、

マ
プ

リ

と

オ

ウ

グ
 

■

S

25〕

ル
ヴ
ィ
、
ピK

リ
タ
.二
ズ
ム
等
も
華
げ
ら
れ
る
が
、
最
も
大
な
き
影
響
を
及
ぽ 

し
た
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
權
威
を
攻
撃
し
た

「

人
間
不
平
等
起
源
論

」

の
著
^
 

農
民
的
な
ル
ソー

で
あ
っ(

1)

0 

'

後
の
共
産
主
義
、
社
会
主
義
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
こ
の
眩 

惑
的
な
書
物
か
ら
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
も
ま
た
二
つ
の
も
の
を
摂
取
し
た
。

一
つ
は 

私
有
財
産
に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
飽
は
理
想
社
会
の
描
写
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
ル
ソ
ー
の
見
解
を
、
興
隆
す
る
産
業
革
命
期
の
彼
が
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
た 

と
い
う
の
で
は
な
い
。
全
文
明
制
度
を
そ
の
ま
ま
救
い
難
い
人
類
の
退
歩
だ
と 

理
解
す
る
た
め
に
は
、
ィ
ギ
リ
ス
の
資
本
主
義
は
あ
ま
り
に
も
若
々
し
か
っ
た
。 

彼
は
ル
ソ
I
が
原
始
社
会
に
描
い
た
楽
園
を
、
未
来
に
実
現
可
能
な
社
会
.に
想 

定
し
た
。
無
知
と
鈿
籠
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
平
和
を
、
理
性
と
.完
全
な 

人
格
に
よ
っ
て
繁
栄
ず
る
優
雅
な
舉
越
し
た
情
趣
に
置
き
換
え
た
。
だ
が
そ
の 

底
に
流
れ
る
個
人
主
義
と
小
生
産
者
意
識
は
、
依
然
と
し
て
ル
ソ

I
の
流
れ
を 

汲
む
の
で
あ
る
。

ゴ
ド
ゥ
_ィ

ン

に

よ

れ

ば

、「

財
産
の
問
題
は
政
治
的
正
義
.の
全
構
造
を
作
り

上
げ
る
要
の
石」

贫)

あ
り
、
財
鹿
こ
そ
は「

あ
ま
り
に
も
多
種_

で
、
こ
の
.

0

よ
う
な
短
い
目
録
に
は
入
れ
き
れ
な
い
程
の
他
の
無
数
の
弊
害
の
根
源

」

で
あ 

る
。
こ
こ
で
、
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
彼
の
批
判
の
#
^
と
な

っ
て
い
る
蓄
積 

財
産
の
制
度
が
、
封
建
制
と
は
区
別
さ
れ
た
市
民
社
会
の
そ
^
で
あ
る
こ
と
が 

注
意
さ
れ
る
べ.き
で
あ
ろ
う
。
'

こ
の
制
度
に
対
す
る
道
徳
的
な
批
判
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

1

:
財
産
の
蓄
積
は
、
直
接
に
奴
隸
的
追
従
的
な
従
属
意
識
を
も
た
ら
す
。

2

.
富
の
獲
得
の
た
め
に
永
久
的
な
不
正
義
の.光
景
を
示
す
。
.

3.
富
、
賢
沢
の
た
め
に
、
人
々
に
不
必
要
な
労
働
を
課
し
、
そ
の
素
質
を 

低
下
せ
し
め
、.知
識
の
進
歩
を
妨
げ
る。
V

4

.
富
の
不
平
等
か
ら
、
犯
罪
、
暴
力
、
狡
猾
、
戦
争
等
が
生
じ
る
。

こ
の
制
度
に
対
す
る
、
や
や
経
済
的
な
批
判
は
つ
ぎ
の
'如
く
.で
あ
る
。

「

富
者
達
が
■何
か
を
支
払
う
の
だ
と
想
像
す
る
こ
と
は
、
途
方
も
な
い
誤
り

十
八
世
艇
英
仏
社
会
思
想
の
発
展
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
•
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

で
あ
る
。
世
界
に
は
こ
の
人
間
の
労
働
以
外
に
は
い
か
な
る
富
も
な
い
。
富
と

誤
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
社
会
の
制
度
に
よ
っ
て
或
る
人
々
に
与
え
ら

れ
た
、
.他
人
を
自
分
の
利
益
の
た
め
に
強
制
し
得
る
力
に
過
ぎ
な
い
。

…
…

貧

し
い
人
々
は
、
贅
択
に.よ
.っ
て
何
の
刹
益
も
受
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
貧
し
い

人
々
の
労
働
の
量
を
増
大
さ
せ
る
が
、
彼
等
の
便
益
品
を
増
し

は
し
な
い
。
彼

等
の
賃
金
は
不
変
で
あ
る
。
そ
れ
は
、•
以
前
に
八
時
間
労
働
し
た時
と
、
十
時

間
労
働
し
た
現
在
と
同
じ
で
あ
る
。
L_
.

「

分
寒
は
貪
慾
の
産
物
で
あ
る
？

 

.：
•
•
.
怠
け
者
や
高
慢
な
者
を
.ま
す
ま
す
飾

り
立
て
る
た
め
に
、
下
層
階
級
■の
勤
勉
が
い
か

に

広
く
打

ち

延

さ

れ

得

る
加
0」

「
W

食
状
態
か
ら
大
身
代
に
：な
る
も
の
は
、

彼
が
正
直
で
有
用
、炎
と
信
じ
ら

れ
る
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
な
る
の
で
は
な
い
。
最
も
勤
勉
な
人
々
が
、
旗
々

非

常

な

を

も

っ

.て
漸
く
家
族
を
飢
餓
か
あ
防
い
で
い
る
。」

「

人
間
を
十
把一.

か
ら
げ
に
し
て
、
無
感
覚
な
機
械
の
よ
う
に
仕
事
を
さ
せ 

8

る
も
の
は
蓄
積
で
あ
る0」

■

.

.そ
れ
で
は
財
貨
の
所
有
は
ど
う
あ
る
べ
き.か
？

こ
こ
に
独
自
の
財
産
論
が 

■展
開
さ
れ
る
の.で
あ
っ
て
、
彼
は
、
例
え
ば
一
塊
の
パ
ンは、
そ
れ
を
最
も
必 

要
と
す
る
、
即
ち
そ
れ
に
よ.っ
て
最
も
观
益
を
受
け
^
.
も
の
に
属
す
る
と
し 

た
0:
こ
の
利
益
と
は
、
も
ち
ろ
ん
高
度
に
啓
発
さ
れ
た
理
性
に
よ
マ
て
考
え
ら 

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、「

正
義
と
は
あ
ら
ゆ
る
人
間
を
そ
の
有
用
性
及
び
価
値 

の
要
求
す
る
ま
ぎ
に
取
り
扱
う
こ
と
で
あ
り
、
あ
ら
^.
る
事
倩
の
下
に.お
い
て
、 

.一
般
的
福
祉
の
最
尤
量
を
得
る
よ5
な
方
法
で
行
動
す
る
こ
と.で
あ
る
。

」

と
. 

い
う
彼
の
芷
義=

功
利
の
原
理
の
適
用
で
あ
る
。
そ
し
て
ル
ソ
ー
と
共
に
、
奢 

V 

\ 

, 

五

七C

七
ニ
九)



侈
は
単
な
る
虚
栄.で
あ
り
、
人
間
を
盥
落
さ
せ
る
も
の
だ
と
說
か
れ
た
か
ら
" 

ま
た
軍
隊
や
従
僕
や
一
劫
の
政̂
^
構
は
不
要
と
な
る
か
ら
、
■彼
等
を
養
う
労 

働
量
は
節
減
さ
れ
、
各
人
の
間
で
睦
ま
じ
く
分
け
ら
れ
た
ー
日
半
時
間

^

い
う 

軽
快
な
労
働
が
、
お
そ
ら
く
全
体
の
必
需
品
を
生
産
す
る
に
十
分
，で
あ
ろ
う
と 

計
算
さ
れ
て
いf

。

•

こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、一

切
が
個
々
人
の
理
性
に.よ
づ
て
㈱
^
さ
れ
て
い 

る
の
だ
か
ら
、
い
か
な
る®

も
存
在
す
べ
き
で
な
い
。
モ
疒
に
お
け
る
ご
と 

き
共
同
の
倉
庫
も
、
共
同
の♦
■
も
共
同
の
^
■
も
^

_
す
ら
も
、
個
人
の
独 

立
を
お
か
し
他
人
の
意
見
に
#
趴
させ
る
か
ら
悪
で
k

。
土
木
工
*

^
の
多 

く
の
労
働
を
必
要
と
す
る
場
合
に
も> 
彼
は
機
械
に
よ
っ
て
結
びft
け
ら
れ
る 

経
済
制
度
に
反
撥
し
な
が
ら
、
機
械
の
労
働
節
約
手
段
と
し
で
の
面
に
大
き
な

S

期
待
を
寄
せ
る.の
で
あ
る
。

.か
く
し
て
、
彼
の
小
坐
産
者
的
な
意

i

は
明
ら
扒
と
な
ろ
う
。.彼
は
、
市
民 

社
会
の
成
立
t
示
す
原
子
論
的
社
会
観
、
功
利
主
義
の
影
響
下
に
，あ
り
、
.デ
ィ 

ガ
ー
ズ
や
ス
ぺゾ
ス
の
よ
う
に
古
い
農
村
共
同
体
に
郷
愁
を
示
す
よ
う
な
こ
と
■ 

は
な
か
つ
た
。
そ
し
て
罾
ボ
の
利
己
的
な
支
配
，に
対
し
て
は
、
彼
は
，そ
の

i

 

的
な
批
判
に
よ
つ
て
、"
!£
_

"
の
厳
格
な
原
理.に
よ
つ
て
、自
B
の
自
由
と
.̂
 

立
を
守
ろ
う
と
する
。

そ
の
.楽
観
は
、
ス.ミ
ス
と
ば
異
.な
つ
て
^

^

K̂

の
批 

判
の
上
■に
立
ち
抽
象
的
な
人
間
理
性
の
啓
発
に
頼
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
批 

判
が
財
産
制
度
の
根
底
を
揺
が
す
限
り
に
お
い
て
、
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー 

の
限
思
を
越
え
る
も
の
で
あ
り
、
理
性
に
.信
頼
す
る
限
り
に
お
い
て
、.
そ
れ
は 

小
ブ
ル
ジ
a
ア
、
知
識
階
層
の
限
界
を一
歩
も
出
な
..ぃ
。
双
の
ュ
I
ト
ビ
ア
は
、

簡
単
な
生
活
康
式
の
讚
美
、
独
立
と
自
由
と
安
全
め
確
保
、
個
人
の
有
用
性
.と 

必
要
に
基
く
財
産
の
分
配
等
々
、
没
落
し
つ
づ
あ
る
独
立
小
生
産
者
の
願
望
の 

そ
の
ま
ま
の
反
映
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
，

.彼
は
革
命
的
な
熱ft
の
雰g

気 

に
あ
っ
て
も
革
命
を
嫌
悪'し
、
革
命
的
団
体
と
自
分
と.を
区
別
し
、
更

に「

政 

治
的
1£
義」

の
後
版
で
は
個
人
の
財
産
権
を
拡
張
し
、
財
産
の
安
全
を
強
調
し
、 

不
平
等
な
財
産
制
度
は
高
い
文
明
の.た
め
に
必
要
な
.序
曲
で
あ
る
と
ま
で
い 

っ
て
、
ま
実
の
財
産
制
度
に
妥
協
を
ー
ボ
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
労
働
階
級
の 

下
層
は
無
組
織
、
無
知
で
あ
り
、
上
層
は

「

口
ン
ド
ン
通
信
接
巴
の
平
等
'選 

築
権
.
議
会
制
度
改
革
と
い
ぅ
綱
領
の
限
界
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
敗
の
時
代 

に
本
い
て
は
、■こ
の
.よ
ぅ
な
小
生
罾
豸
の
意_
の
み
が
、
そ
の
後
進
性
の故 

に
、
根
本
的
な
体
制
批
判
を
だ
し
得
る
と
い
5'
逆
説
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。 

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
.の
，口
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
は
、
芸
術
.へ
め
実
践
を
通
じ
て
営
利
社
会 

に
反
撥
す
■る
口
マ
ン
主
義
者
達.に
霊
感
を
与
え
た
の
み
で
な
く
、
啓
蒙
思
想
の 

論
理
を
転
用
し
て
、
直
後
に
蓄
積
財
産
制
と
対
決
す
る
も
の
.で
あ
っ
た
。
そ
し 

て
功
利
説
は
'や
が
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
手.中

に

移

，り

、

多

く

の

社

会

主

義

の

体 

系
が
自
然
財
産
権
説
か̂f

用
財
産
説
に
1
^
、
労
働
で
は
な
く
欲
望
が
分
配 

の
基
準
と
さ
.れ
る
に
至
マ
^

.
労
働
連
動
に
対
す
る
功
利
主
義
の
貢
献
は
、
や 

や
も
す
る
.と
べ

ン
サ
マ
イ
ト
の
勢
力
が
唯

j

の
も
の
と
思
わ
れ
や
す
い
が
、
ベ 

ン
サ
ム
の
道
徳
算
術
の
体
系
が
、
実
は
啓
蒙
思
想
の
国
家
插
カ
や
宗
教
に
対
す 

る
鋭
い
批
判
精
神
を
失
ら..て
し
ま
っ
た
■の
を
見
.る
時
.、.
あ
た
，办
4>
-

ロ

ッ

ク

の

真 

の
^
継
者
が
マ
ル
ク
ス
で
あ
る
よ
ぅ
に
、

エ
ル
ヴ
ェ
シ
ゥ
ス
の
1

者
は
ゴ
ド 

ウ
イ

ン
だ
と
も
い
い
得
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

政
寐
共
產
主
義
、

ヒ
ュ
ー
A.(

社
会
契
約
説
批
判
•
功
利
主
義)

、
ベV

 

ゾ

(

社

会

と
政
府
の
区
別)

を

数

え

.

(
J
r
F
l
a
m
e
l
t
z
;
T
h
e

 E
n
g
l
i
s
h

 

.

Utilitarians, 

1949, p
p
.

00
9
1
9
0

)

、

ア

レ
ヴ
ィ
は
、

ヒ
ユ

-
ム
、

ハ

—

ト

'
レー

.(

決
定
論
>
;'
ハ
ー
ト
レ
ー
ハ
観
念
連
想
説
,.
必
然
論
•
進
歩 

の
観
念)

、
.:
エ：.ル
ヴ
エ
シ
ゥ
■ス(

理
知
主
義)

を
挙
げ
て
、
彼
等
の
全
部
が 

功
利
主
義
で
■あ
っ
た
か
ら
、
全
.部
か
ら
そ
れ
を
得
た
と
述
べ
.
て

い

る(E.

H
a
l
l
v
y
; 

T
tr
s G

r
o
w
t
h

 

of 

P
M
l
o
s
o
p
h
i
c

 radicalism, trans-

注
c
l)

摒
稿
'
r
w •
ゴ
ド
ウ
ィ
ン『

政
治
的
正
義』

初
販
と
三
販
の
盖
異
に 

っ
ぃ
て」

三
卧
学
会
雑
誌
五
十
卷
芄
号
参
照
。

(

2) 

_
 s

d
w
i
n
;

 

E
n
q
&
y

 c
o
n
c
e
r
n
i
n
g

 apolitical .JTils'bice, 

a
n
d

 

its 

M
u
e
n
c
e

 

O
M
M

^
orals a

n
d

 H
a
p
p
i
n
e
s
s
,

 p
h
o
t
o

 
丨.
 

seraphic 

f
a
c
s
i
m
i
l
e

O
HJ
け
ば
の 

third 

edition • corrected, 

edited 

wi-bh. variajl

c+readings, o
f

 -the firs

chand. s
e
c
o
n
d

 

editions a
n
d

 

w
ici
-
h
 a

 

critical 

intro
d
u
c
t
i
o
n 

a
n
d

 

notes; 

T:>y F. E. L. pries

a-ley, 

t
h
e

 U
n
i
v
.

 of

 T
r
o
n
t
o

 

Press, 1946,

pp. x
x
i
-
x
x
v
i
i
.
「

政
治
的
TE
義」

か
ら
の
引
用
は.全
て
こ
の
窖
に
ょ
る
。

(

3)

彼
に
影
響
し
た
思
想
家
は
数
多'ぃ
。
彼
自
身
は
、
君
主
制
批
判
を
ス 

イ
フ
ト
と
ラ
テ
ン

歴
史
家
か
ら
、
人
間
性
につ
い
て

ド
ル

バ

■/
ク
、

ル
ソ 

1
、
.エ
ル
ヴ
土
シ
ウ
ス
か
ら
学
ん
だ
と

'い
っ

て

い

る

が(
p

 
* j

こ

Y
0I-
*
. 

p
.
i
x
o
、

ス
チ
ー
ヴ

ン
は

三
つ
の
源
泉
を
举
げ
、
彼
の
体
系
は
ス
イ
フ
ト
、 

マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
、

ラ
テ
ン

歴
史
家
か
ら
古
い
制
度
に
対
す
る
批
判
を
、
ヒ 

H 

_

ム
と
パー

ト

レ
ー

か
■ら
*

い

理
論
に
対
す
る
批̂
.の
武
器
を
、
ル
ソ 

丨
、
エ
ル
ヴ
ェ
シ

ウ
ス
、
'ド

ル
バ
ッ
.ク
か
ら
革
命
的
熱
情
を
.学
び
取
っ
た 

本
命
的
理
論
の
最
も
端
的
な
表
現
であ
り
、
パ
ー
ク
に
対
立
する
原
理
を
、
 

他
の
い

か
な
る
著
作
ょ
り
も
明
ら■か
に
教
え
る
も
の

'だ
と

い

っ
.て
.い

る

' 

p
. S

t
e
p
h
e
n
; 

H
i
s
t
o
r
y

 

o
f

 

E
n
g
l
i
s
h

 

闩b
o
u
g
h
t

 

i
n

 

t
h
e

 

.e
i
g
h
t
e
e
n
t
h

 C
e
n
t
u
r
y
,

 ,1
9
0
2
V. V

O
L
'
Il, 

p
p
v
.
2
65-

6.) 0
‘ 

ま
た
プ

ラ
メ
ナ
ッ
ッ
は
、

エ
ド
ヮ
！
ド
、
ハ
ー
ト
レ

|
、
.ド
ル

パ

ッ

ク(

決
定
論)

、
 

v

一
 
ル

ヴ

ュ

シ

ウ

ス(

環
境
論)

、：

ル

ソ
.丨
、

マ
ブ
リ
、
オ

ウ

グ

ル

ヴ

イ(

無 

十
八
世
紀
英
仏
社
会
思
想
の
発
展
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
•
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

lated 

b
y

 

p

^orris, 

p. 

193
)
。

更

に

プ

リー

ス
ト
リ
ー
は
、

「

政
治
的
正
義

」

を
単
に
卩
ッ

ク
' 
エ
ル
ヴ
ユ
シ
ゥ

ス
、
ル
ソ
！
->
ド
ル
バ
 

.ッ
ク
、

マ
プ
リ
、

ぺ
イ
ン
、

ウ

ォ
-丨
レ
ス
、

ベ
ツ
カ
リ
ア
、
' モ
ア
の
断
片

に
分
類
す
る
の
ば
誤
り
だ
と
し

.て
、
プ
ラ
ィ
ス
等
の
非
国
教
神
学
、
ブ
ラ

ト
ン
、
バ
ー
ク
リ

j
、
ア
ク
ィ
ナ
ス
、
ミ
ル

—

ン
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
ス
ト 

ア
哲
学
、

シ
ャ
フ
ツ
べ
リ
イ
、
ハ
チ
ソ
ン
、
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
、
二

 

H

Iト 

ン
、
バ

.1
ク
、
ホ
ル
ク
ロ

.フ
ト
と
•の

関
述
を
論
じ
て

V
る

(
P

 
• J,

、

<5
©
r

III, 

In
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 b
y

 p
r
i
e
s

ct-ley)。

•

,

(

4)

巾
，

 ̂;Bk. m
'
c
h
a
p
.

 II，

.
r
5

) 

w
w
. 

4
こ

<!
&,
•
r
w
r
O
J
^
Vy

j
.

こ
の
章
は
 
ニ 
版
以
後
、
自

然
権
で
は
な
い
消
極
的
権
利
を
認
め
る
ょ
ぅ
に
変
更
さ
れ
た

。

‘

(

6 )

H
.
: 

H
a
l

cp
'
v
y
:

 ibid.-, 

p
:
2
o
2
、
'

 

M

(

7) 

R

 J

こ 

vol. 

ill, priestley

or
j
f̂r
o
a
u
c
-
t
i
o
n
, 

pp. 

15116.

(

8) 

Ibid 
こ
^p. 

26127. 

■
 

•

(

9)

：
ア
レ
ヴ
ィ
に
ょ
れ
ば
、
ゴ

.ド
：ウ
ィ
ン
は
共
和
論
者
の
中
で
民
主
主
義

,

五

九

(

七
三
一

'

)



の
概
念
を
自
然
拖
か
ら
分
離
.し
た
最
初
の
人
で

あ
り
、

こ

れ
こ
'そ

が

プ
リ 

.
1ス
..ト
リ~

、

ペ
ィ
ン
、
.
マ
.キ
..ン
ト
ッ
シ

.の
浪
刮
し
た
理
論
か
ら
彼
を

'区
.
 

別
す
る
も
の
で
あ
る

。E
L

 H
a
l
6
v
y
;

M.b
i
d
v

 P. 

201.

(

10)
モ
ジ
ロ 

I
は
、

功
利
主
翁
を
利
己
主
義
と
相
対
主
義
に
限
る
な
ら
ミ

..
 

ル
も
シ
ジ

ゥ
ィ
ッ

ク
も
除
外
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は

不

純

な

ど 

こ

ろ
か
功

利
主
義
の
歴
史
の
上
で
名
#

あ
る
地
位
を
占
め
る
べ
き
だ
と
い 

つ
て
い
る
。D

,
B
L
.

 
M
o
n
r
o

 ; 

G
o
d
w
i
n
w
M
o
r
a
l

 Philosophy, a
n

.in
t
o
r
p
r

CDtation 

o
f

 W
,

 
.
G
o
d
w
i
n
, 

O
x
f
o
r
d
.

 U
n
i
v
.

 

press,. 

1953, 

p
p
.
14, 

3
1
'

(

11)

山
崎
正
一「

近

代
ヒ

ユ
ー
マ

.ニ
ズ
ム
の
系
譜」

蛊

波

「

現
代
思
想
I
. 

人
間
の
問
題j

五
六
頁
。

(

12)

»
.
Q
.

Qr
y
l
i
s

 

W
i
l
l
i
a
m

 

G
o
d
w
i
n

 

a
n
d

 his 

1
9
5
«

p
,
182.

(

13) 

w
- 
2
.. Brailsford; 

s
trelley, 

G
o
d
w
i
n
,

 

a
n
d

 

tilar 

Circle, p. 

16W.

(

14
> P. J., VOL III. 

Friestleywintroduction, p
.

1
1.

W
.

 

P. Hall; British Radicalism, 

179111797, pp. 29
丨

31.
参
照
。

(

15〕

こ
の
時
代
に

お
け
る
卩
マ
ン
派

芸
術
の
、

ペ
ン
サ
ム
主
義
批
判
に
つ 

い
て
は
、

前
記
木
村
氏
の
論
文
参
照
。

(

16) 

p
，
r
y
o
L 

I, 

p. 

364.

(

17) 

I
b
i
f
p
.

 

36

?°
'

(

.1
8)

こ

の

世

紀

の

〃

自

然

-/
/
の
解
釈
に
っ

'
.ぃ
.て
、

文

学

的

で

枝

あ

る

が

ゥ

.

六
〇

(

七
三 
一D

イ

d —

 
の
研
究
が
あ
る
。

W
.
到 
p
o
y j 
闩 h

e

 j
E
i
g
h
t
e
e
p
t
h c

e
n

ct-ury 

B
a
c
k
g
r
o
m
l
d
'
&
b
u
d
i
e
s

 o
n

c+
h
e I

d
e
a

 

o
f

 

N
a
t
u
r
e

 

in 

t
h
e

 

T
h
o
u
g
h
t

 o
f

 t
h
e

 p
e
r
i
o
d
'
1
9
5
3
, 

pp. 

2
0
?
2
0
7
.

(

19) 

_

w
P
N
l
i
t
t
一；

H3
h
e Spirit o

f

 t
h
e

 

A
g
e
,

 

or c
o
n
t
e
m
p
o
­

r
a
r
y

 Portrait, 

100
2
5、p. 

31.

(

20) 

F. 

J., 

vol. 

I, 

p
，
35

，

(

21〕

ア

ナ

ー

キ

ズ

ム

は

.一
切
の
統
治
機
関
を

.速
■か
に
廃
止
し
ょ
ぅ
と
す
る 

も
の

.で
あ
る
か
ら
、

過
渡
的
な
統
治
が
必
要
だ
と
考
え
る
点
に
お
い
て

、
.
 

ゴ
ド
ウ
イ

.ン

.
は

ア

ナー

キ
ズ
ム
を
採
る
も
の
で
は
な
い
、

と
い
ぅ
説
も
あ 

る
。

戸

’泥
鉄

彦r

国
家
の
将
来」

一
五
九
頁
参
照
。

今
白
彼
の
流
れ
を
汲

む

の

は

フH

ビ
ア
ニ
ズ
ム
で
あ
つ
て
、
.ラ
ス
キ
は
、
ボ
ダ
ン
、
ホ
ッ
ブ
ス
、
 

ベ
ン
サ
ム
及
び
オ
ー
ス

チ
ン
に
ょ
つ

て
発
展
し
た
国
家
主
権
の
学
説
を
排 

.
し
、

拖
力
を
政
治
的
に
も
産
業
的
に
も
分
散
す
る
こ
と
が
個
人
の
自
由
の 

た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、

個

人

の

幸

福

こ

そ

が

唯r

の
標
準
で
あ
る
と
考 

え
た
。

•ハ：
丨

ン

シ

ョ
ウ
に

.ょ
れ
ば
、「

こ
め
学
説
は
、
か
の
無
限
の
自
由
の 

高

等

な

教

科

書『

政

治

的

5£
義

』

に
説
か
れ
て
い

る
こ
と
と
あ
ま
り

異
な 

ら
な
い
。」

3

«-
!
■ 
0

.H
e
a
m
s
h
a
w
; T

h
e

 D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

 of po- 

litical 

Ideas, 

1
9
2r>
服
部
訳 
二
ニ 
頁
。
'
.

(

22) 

口
ッ
ク
の
社
会
哲
学
は
、

経

済

学

上

リ

.力
ー
ド
か

.ら
マ
ル
.
ク
ス
を
経 

て
、

政

治

学

上

で

ゴ

ド

ウ

ィ

ン

と

共

に

無

政

府

主

義

に

到

達

し

た

。H
.

J. 
Lass..; 

T
fr
e
'
w
i
s
e
'

 o
f
.
w
u
r
o
p
e
a
n
x
i
b
e
r
a
l
i
s
B
,

 P..117
.

石

上
訊
ー
ー
四
頁
。

-

(

2a)

彼

は
ス
イ
フ
ト
に
非
常
な
心
酔
を
示
し
た
が
、

こ
の
律
大
な
諷
刺
家 

は
元
来
ニ
ヒ
リ
ス
ト
で
あ
っ
て
、

そ
の
時
代
の
政
治
、

宗
教
、

社
交
界
、
：
 

庶
民
生
活
等
に
対
し
て
徹
底
し
た
非
難
、
賢

怒

を

示

し

て

は
ぃ

て

も

、

現 

実

を

逃

れ

去

る(

例
え
ば
石
ァ
の
如
き)

哲
学
を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な 

か
っ
た
。

彼
は
進
歩
の
観
念
を
持

.っ
て
い
な
い
。

ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の

^-
で
、 

ス
イ
フ
ト
が
全
て
を
破
壊

■し
た
後
で
、

啓
蒙
哲
学
が
座
を
占
め
た
。

(

24) 

J. 

p
l
a
m
e
n
a
t
N
;

 

*The E
n
g
l
i
s
h

 

Utilitarians, 

p
.

CD
P 

25) 

p
 

d

.

w
.oo

l
e
;

 

S
o
c
i
a
l
i
s
t
H
h
o
u

 

抑

ht. 

T
h
e

 

F
o
r
e
r
o
n
-

 

ne
rs, 

1789
1
1

005
0
, 

p..3
0
.,

(

-2
6) 

D
.

 Fleisher; 

ibid 
こ p. 

82.

.

(

27) 

M
W
.
r

Y
O
L

 

.
'
n
'
p
'
4
2
p

28) 

I
b
i
f
p
p
.

 

42112.

(

29) 

Ibid., 

p, 453. pp. 

46415.

X
BO) 

pp. 4
5
3
-
6
'

(

31〕

^
■
•
Q
OPU
^
^
J 

I
p

tr
-
gMn
q
u
i
r
e
r
.

 

1823, 

p
p
.

 

1
500
1

9

.

,

(

32
,

) 

'
?
• 

J., 

vol. 

II,. p. 

514
、

c33
> 

s
f
v
o
r日 > 

T
e
x
t
u
a
l

 N
o
t
e
s
,

 p. 

212* 

.
 

'

G) 

Ibid., 

V
O
L
K
P
.
4
4
P

(

35) 

Ibid., p. 

484. 

T
h
e

 E
n
q
u
i
r
e
r

 

に
お
い

.て
は
'ニ 
時
間
に
増
加

.

さ
れ
た

0

,
:,
::

:

,

V:
:
':
'

(

36)

従
っ
て
社
会
主
義
と
は
異
な
る
。

こ
れ
と
無
政
府
主
義
と
'の
関
速
に 

つ
い

.て
は
、K.. 

D
i
e
h
l
;

 

U
I
Dcp
r S

o
z
i
a
l
i
s
m
u
s
,

w.o
i
m
m
m
l
i
s
m
u
s

十

八

世

紀

英

仏

社

会

思

想

の

発

展

と

ウ

ィ

リ

ア

ム

♦
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

u
n
d

.
 A

n
a
r
c
h
i
s

 
日u

s

 

及

び

w
, >

;
C
Y
o
I
l
I
/
A
n
a
r
c
h
i
s

 
日e

.
1951.

参
照

。

.
 

.

.

37)

;:
-.

.

彼
ば
過
渡
的
に
、
.共
同

社

会

内

の

'不

正

を

抑

え

外

か

ら

の

侵

略

を

防 

ぐ

た

め

にa
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

を

考
え

た
。

こ

れ
を

p
a
r
i
s
h
,

<_
l.urisdic- 

tion, di
s
trict

等
と
表
現
し
て
い
る

.が
、

こ

れ

は

権

力

分

散

の
た
め
の

.
M行
政
単
位
で
あ

.つ
て
、
.農
村
共
同
体
へ
の
復
帰
と
は
意
味
を
異
に
す
る
。 

c
rp. J., V

O
L

 III p
,
198,

及

び

p
a
臼 
一
 

h
f
® 

N
o
r
m
a
n

 Y
o
k
e
,

 
i
n

 *
D
®
m
o
c
r
p
c
y

 a
n
d
^
h
®

 

l
a
b
o
u
r

 

M
O
V
G
m
Q
x
l
t
,

H
s
w
a
-
y
w 

in h
o
n
o
u
r

 of D
o
n
a

 
闩 o

r
r
v

5
5
4
, pp. 53—

4.

38) 

R

r-schlattre; 

P
r
i
v
a
t
e

 

P
r
o
p
e
r
t
y
,

 

1951. 

c
h
a
p
.

 

V
K 

V
I
I
I
'
I
X
'

.
 

-

-

.

.

(

39)

>
,ge

n
g
e
r
;

 

D
a
s

 

R
e
c
h
t

 a
u
f

 

d
e
n

 

vollen 

A
r
b

CDits-

ertrag, 

in g
e
s
c
M
c
h
t
l
i
c
h
e
r
o
a
r
s
t
e
l
l

目

g. 

3 

A
u
f
.

 

1891,

S
.
S
.

 

メ

ン
ガ

I
に
よ
れ
ば
、
.

T

総
じ
て
い
え
ば
、

ゴ
ド
.ゥ
ィ
ン
は
近
批 

に

お

け

る

科

学

的

社

会

主

義

者

中
の
最
初
の
人
と
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ

つ
 

.
て
、
彼
の
学
説
中
に
は
、

既
に
近
世
社
会
主
義
及
び
無
政
府
主
義
の
全
て 

.
の
思
想
が
胎
胎
し
て
い
る
。

彼

ぬ

ホー

ル
、
オ

I H

ン
及
び
タ
ム
ソ
ン
に
、
 

そ

し

て

彼

等

を
通
じ
て
社
会
主
義§

発
羅
の
上
に
、
最
も
力
強
き
影
響
を 

'
及
ぼ
し
た

.。」
S. 4

0
.

森
戸
訳
五
五
頁

b 

メ
ン
ガー

説

に

対

す

る

エ
ゾ
ゲ 

ル
ス
の
批
判
は
、

■「

法
学
者
社
会
主
義」

'大
月

飯

マ
ル
ク
ス

n
エ
ノ
ゲ
ル 

■
ス
選
集
第
十
ゼ
巻
下
所
収

。

.
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(

セ
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ー
ー
ー
ー
ー

)


